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一
　田乳の価値 として，母乳成分が人工雲しに比べ て優れてい るだけで はなく，授乳行為が田

子相互作用の確立に重要な役割を 果た すこ とが指摘 されて い る．

　一方 ， 母体の治療に投与 した薬剤は，田乳中へ 容易 に移行 して 新生児に摂取される 欠点

もある．また最近の研究から ウイル ス （HTLV ・−1
， サ イ トメ ガ〔コウ イル ス ， そ の他）や細

菌が田乳 を介 して新生児 に感染を成立させ る ことが明ら か にな り対策が検討 され つ つ ある．

　ヒ トの醤乳は ， ヒ トの新生児 ・乳児 の 生理 に最も 適 した もの とされ て い る が，日本産科

婦人科学会栄養問題委員会 ， 新生児 ・未熟児の 栄養管理ガイ ドラ イ ン を参照 され た い．

一
（1 ．田乳の栄養学的評価〕

1．蛋 白質 ・ア ミノ酸

　正常栄養状態のヒ ト田乳中の蛋臼質量は 9〜109／トで ある が ， すべて の蛋白質が栄養源

となるわけで はな く ， その う ちの 免疫グロブ リン，ラク トフ ェ リン，リゾチーム は，ほと

んど腸管内で 消化 を受けす に免疫や抗菌作用な ど の生理 的役割を果た して い る．しか し牛

乳に はほ とん ど含 まれ て いない．

　母乳中 のカゼ インは2。58／1で 全蛋白質量 の 約 35％ に あ た る が ， 牛乳の カゼ イ ン は母 乳

の np1　O倍で，総蛋 白量のア9％に相当する ．

　母乳蛋白質の ア ミノ酸組成は牛乳 ［こ比べ て シスチ ンを多 く 含み ，胎児 ・新生児期で はメ

チオニ ンからシ スチン を 合成す る酵素活性 （cy ＄tathionase）が極め て低い た め，シ ス

チン は動 須ア ミノ酸 と考え られて い る．

　非蛋白1生の 窒素化合物は母 乳 で は 25％を 占める が牛乳 は 5％ と低 く， α
一ケ ト酸 と反応

して アミ ノ酸 になれ ば体内利用されるが，そのままで は栄養的意味は低 い．

　田乳中の遊 離アミノ酸はグルタ ミン酸 とク ウ リン が際 立 っ て 高濃度を示す．ク ウリ ンに

は胆汁酸抱合，中枢神経系の発達，免疫賦活，血小板凝集抑制な どの多彩な 生理 作用が知

られて い る．胎児 ・新生児 期 に はタ ウ リ ンは メチ1 ニ ン か ら 合成 さ れ な い た め鈔須ア ミノ

酸 として 取り扱わ れてい る
”

．牛 乳中にク ウ リン は含 まれ て い な い ので ，最近 は人工 乳 に

ヲ ウ 1丿ン が添 加さ R てき て いる．

2．糖　質

　田乳中の糖質 は乳糖が主成分で あり，乳腺でグル コ
ー

ス ・ガラク ト
ー

スそ れ ぞれ 1 モル

から合成 さ R る．田 乳中の乳糖含量 は牛乳よ りも多く，田乳栄養児で は，未消化 の乳糖 が

陽管内で 発 酵 し て RH を 酸性 に保つ ．母 乳 中の 少量 の オ リゴ糖 （ガ ラク トシ ルラク トー

ス）は ビ フ ィ ズス 菌の 増殖因子で あ り，ビフ ィ ズス 菌に選 択的に利用 され，腸管内 1こある

他の 有害菌の 生喬を 抑制す る．

3，脂肪

　 田 乳工 ネ ル ギー
の最大成分の 脂肪含有量は初乳か ら成熟乳へ と増加する．脂肪組成の 98
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〜99％はトリグ リセi丿ドで あり，コ レステ ロ
ー

ル ， 燐酸値は f．3〜O，6％で含有率 は低い．

田乳の 脂肪含有量の Eヨ内変動は 早朝が低 く ， 順次増加する ．

　 初乳［こ多い長鎖不飽和脂肪酸は脳の発達や細胞増殖，網膜機能，ミエ 1丿ン形成に関与 す

る と考えられて い る．牛乳は母乳に比べて 長鎖脂肪酸，とく に必須脂 肪酸が少ないので ，

これ ら を多く含む植物沺との 置換が行われて いて ，わが国の入工乳 はすべて この勧告値 を

上回 っ てい る．

4．電解質 ・微量元素

　 田乳 ・牛乳の溶質負 荷を計算する と ， 田 乳はア9mOsrn／1で あ り ， 牛乳 の221　mOsm ／1の

3分の 1で ある．したが っ て，末熱児 に溶質 負荷の 大き い 牛乳な どを摂取させ る と腎の

GFR や 濃縮力が低 いため 1こ高浸透圧［m症 ・高 Na 〔皿症になる 可能性がある ．

　 カルシウム ・燐の 母乳含有量 は低いが来熱児は ， 田乳で哺育して も，人工乳で 哺育 して

も ， しば しばくる病に罹患 しやすい．また末熟児の腎細尿管の再 吸収能が未熟で あり ， 多

量の無機燐が尿中へ 漏出 して 失わ れ や すい
〜’
，
一

方，牛乳中の燐含董 は田乳 より高い の で ，

WHO はカ ル シ ウム を添加 して Ca ／P 比をf．1〜2．　O［こする こと を勧め てい る．わが 国の人

工乳 はすべて ，この 範囲内に ある ．

　数年前は田乳中の 亜鉛含量 に比藪 して ，入工 乳 は WHO 勧告値 の 3分の 1 で あ っ た が ，

最近は田乳と同等量に改められて人工 栄養未熟児 にみ られ た 亜鉛欠乏症は激減 した．

5．ビタミン D ・1く

　人工乳中のビクミン D 量 は wHO の勧告で は 40〜SOIU／100Kcalで ある．母乳の ビ9 ミ

ン D の 吸収率はよいが ， 田乳の み で 児 の 必要量4001∪／日 を供給す るのは不十 分で ，Eヨ光

浴等が必要で ある．宋熟 児の必要量は2，000〜3，0001∪／日 と多く ， ビタ ミン D 製剤 の投与

が必要になる．

　ビク ミ ン K は胎児期に蓄積 され な い の で ，新生児に ビ タ ミ ン K 不 足 をひ き 起こ しや す

い．生後 のメ レナ予 防に，出生当日G．5〜 1mg ／Kg を 投与し ， 生後 7E∋目 ， 1ヵ 月 目に も

投与する方法が指導 されてい る．

〔H ．母乳 とミルクアレルギ
ー

）

　田乳中に9｝親の摂取 した食物抗原，たとえ ば牛乳の β
一
ラ ク トグ B ブリン，カゼ イン，

ある いは 大豆 蛋白 ， 卵白ア ルブミン な どが検 出されるこ とがある．

　ミルクアレルギー
の原因 と して 牛乳 か らつ く っ た人工乳 は ヒ トにと っ ては異種蛋自質を

含脅し ， これ が新生児 に対 し て は ア レルゲン になる可 能性が高い とさ れて い る．新生児期

の陽簪は未熟で ある ため蛋白質などの巨 大分子 が未分解 の まま腸管を通りやすい ．しか し

初乳中に多量 に含ま れ て いる 分泌 型 免疫グロ ブリン A が腸管粘膜 にアレルゲ ンが侵入 す

る の を防いで い る．また田乳中の マクロ フ ァ
ージにア レル ギー

を防ぐ作用がある と考えら

R ている．

〔皿．冊乳の免疫学的評価〕

　胎児 ・新生児期は免疫系が発達過程 にある た め32週 頃まで は免疫能 は著 しく末熟で感染

症 は重症化 しやすい
丿’．冊乳中の 免 疫物 質 は ， 新生児 の 感染を防御 する ため ［こ重要な役割

を果た してい る．

1．免疫グ ロブリン

　胎児期は lgG が田体 か ら経胎盤輸送され正 期産児で は母 体と同 等 値 に達 し て い る が ，

その他のグ〔］ブ リンは認められない．

　ヒ トの田乳中 には ，血清と 同 様 にすぺ て の 免疫グ ロ フリン lgG ・lgM ・lgA ・IgD ・lgE

が認 め られ る．田乳中の lgA は ， 〔まとんどが分泌型 19A （secretOry 　 lsA；slgA ）で あり，

．
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新生児の消化管内で DH や消化酵素の影響 を受 けに くい．初乳中に多量 に含 まれる ＄18A

の濃度 は，分娩後数日 で 低下 し て ，数週間後一定 し た レベル に達す る ．新生児が経［コ的に

摂取 した slgA の60％は便中に排泄さ R ， 10〜15％は血中に認 めら れ ， 主と して 陽管表面

の局所免疫と し て 慟い て いる．

　田乳中の特異抗体の 活性 は多彩で 各種細菌とそ の トキシ ン ， 真菌お よび各種 ウイ ル ス に

対 して 認 められ てい る ．田体が極 度に 低栄養状態 の田 乳 〔‡〕の IgGは 1／3に低下 し，　 IgA，

補体 C4 の減少もみられる．また，厂esPiratory 　syncytial ＞lrus（RS ウイルス ）の 中和

抗体を含む田 乳を飲ん で いた乳児に重症 RS 感染症に対する予防効果がみられた．

：2．補体

　初乳 ［‡］に は altemate 系と ，
　 classical 系の補体が認め られ て い る が，乳 腺や児の腸管

粘膜の 感染防御に慟い て い る ．

3．ラク トフ ェ リン

　初乳中に高濃度に含まれて い る鉄不飽和ラク トフ エ リ ン は，増殖 に鉄を魁優 とするブ ド

ウ球菌 ， 大腸菌な どの病原微生物や真菌か ら鉄を 奪うこ とにより静菌作用を承す．

4．リゾチ
ー

ム

　田乳栄養児の便中リ ゾチーム 濃度は人工 乳児よ りも高い ．リゾチー
ム は大腸菌な どの 細

菌細胞壁のベプチ ドグリカ ン を切断 して 溶菌作用を示 し，）gA ， ペル オ キ シダー
ゼ や アス

コ ル ビン酸 とと も に ， 殺菌作用 を示す ．

5．成長 ・増殖因子

　思乳中の EGF （eoidermal 　grOwth 　factor ：上皮 ll生増殖因子）は田体血中よ りもはる

かに高濃度で あり，乳線で も産 生されて いるもの と思われる ．田乳 EGF は ， 新生児の 未

熟な消化管粘膜の成熱を助け ，

一
方， 病原微生物や外来抗原な どが腸鶯粨膜を貫通するの

を防ぐ こ とが，幼若ビーグル犬の 実験か ら 明 ら か に されて いる．

6。好中球走化性因 子

　初乳中に は嬬中球の 走化性を増強する 物質があ っ て ，新生児腸管腔 へ の 好中球の移動を

促進iさ せ てい る．

一 一
（1．田 乳の 薬物 ・化学物質に よ る汚染〕

1．薬物

　薬は 授乳中の田親に も治療の た め に しば しば投与 され るが，薬物は田体［m中の 濃度勾配

により単純拡散で 乳汁中 に移行する ，最近 は薬の知識が普及 して お り ， 高濃度の 薬物が母

乳中に 移行 して ， 乳児が急 性薬物中奮の症状を呈 した と いう 報告は あ ま りな い．しか し ，

（表 ）抗 て ん か ん 薬 の 血 液 中 お よ び 母乳中濃度
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田体の慢性疾患の た めに長期に連続投与した 影響 こ関して は ， 現在な お十分な知見 は得 ら

れ て い ない ．一方，新生児肝の 薬物代謝酵素 は未発達で ある た めに薬物の半減期は成入 よ

り著 しく延長 して い る．抗て ん かん 薬は新生児で は成人に比べて血漿 蛋白との 結合率が低

く ， 遊離型 が［m液中に多いた め に ， 授乳して いた 新生児に傾眠状態 がみ られ 5臼目に皮下

出血があらわれて虚脱状態 に陥っ た例がある．

2．嗜好品 （アルコ
ール ・タ バコ ・コ

ーヒー
）

　母乳中へ のアルコ ール移行量は，飲酒の30〜60分後 に最高濃度 に達するので，大量の飲

酒 後は ， 2時間程度は授乳 を しな いこ とが望 ま しい．

　ク バコ は 1EIO 〜20本喫煙する と，圧浮L中の ニ コ チ ン は 0．116〜0．500m8／1になる． 1

日最低20本のタ バコ を吸っ て い た田親が田乳 を与えた児には不 眠，下 痢 ， 嘔 吐 ， 頻脈な ど

の 症状がみ られ た．

　⊃ 一ピーを 1日 2〜 3杯飲む程度で は，乳児に影響はないが，極端な例で田親が 1E 〕約

20杯の ：：］
一

ピ
ー一

を飲ん で 5 ヵ 月間授乳 した と ころ ， 乳児は落ち着 きがな 〈な り，イライラ

した状態にな っ たという報告もある ．

3．化学物質

　f971年に DD 下，　 BHO の使用が禁止 にな っ たが ， こ れ らは脂溶1生で ある た めに皮下 脂肪

層に蓄積 し，田乳の POB 濃度は母体［m中濃度よ り高い とい われ た．製造禁止後 も田 乳中

POB は容易に低下 しなか っ たが ， 7〜 8年前か ら低下の傾向がみ られて い る ．

〔ll．田乳 による 新生児感染〕

　母乳 〔‡コに は さまざ まな細菌，ウイ 1しスな どの特異抗体が認め られ て いる が，ほ とん ど分

泌型 ［gA の分画中 に存在 して いる ．田体がウイルス血症の 場合や細菌菌体 が増加 した状

態で は田乳［‡〕にウイ ル ス，細 菌が検出され る．

　母乳 〔‡〕の細胞性成分の T1リンパ球を介 して 感染する成人 T 細 胞臼血 病ウ イ ル ス （HTL ＞

−1）1こ つ いて はすで に本誌42巻 9号に述べ られて い るの で 省略するが ， キャ リアの 田乳 を

断乳 して 人工 乳で育て たり，又 は凍結後解凍 した田乳で 育てる と新生児の感染は抑制する

こと がで き る
コ）

．

　サイ トメガロウイルス （CMV ）も田 孚しに排泄 されるが，田 乳に接するより前に多く の

新生児は ， すで に産道で60％感染する ことが推定される．胎児期 の移 行抗体による受働免

疫によっ て，新生児 は顕性発症 しない とされ てい る．

　B 型解炎ウイルス は田乳か ら 感染する可能牲 はある が，現在で は田乳栄養児と人工 栄養

児とのあい だで HBs 抗原陽性化率に差がみ られ て いない．

　人工 乳は ， か ぎりなく田乳組成に近づき免疫学的な一
部を除い ては問題はほとんどな く

なっ てい る．現在は一部の特殊な事」1肖，すなわち田乳感染 を考慮 する 必要の ある 新生児 に

は 入工 乳への 転換が積極的に進めら れ てい る．
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